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 き
り

ゅ
う

齋
さいとう

藤 茉
ま な

名ちゃん
2 歳８か月

（新里町新川）

綿
わたぬき

貫 光
み つ り

莉ちゃん
１歳 5 か月

（境野町六丁目）

井
い だ

田 葵
あ お ば

葉ちゃん
８か月

（広沢町三丁目）

パチリいい顔 桐生っ子
市内に居住する３歳まで（申し込

み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

「
歴
史
に
学
び
、
未
来
を
ひ
ら
く
」

郷
土
桐
生
は
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
を
た
ど
っ
て
今
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
先
を
ど

の
よ
う
に
歩
め
ば
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
課
題
に
応

え
る
こ
と
は
、
桐
生
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
あ
る
『
桐
生
市
史
』
の

上
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和

33
（
１
９
５
８
）
年
で
す
。
そ

れ
か
ら
60
年
余
り
の
時
を
経

て
、
こ
こ
に
『
新
編

桐
生
市

史
』
の
編
さ
ん
事
業
が
発
足
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
郷
土
の
変
貌
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
歴
史
の
見
方
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
貌

を
受
け
、
ま
た
新
し
い
視
角
に

よ
っ
て
、
有
史
以
前
の
自
然
史

か
ら
現
代
に
至
る
桐
生
の
歴
史

を
見
直
し
、
未
来
へ
の
展
望
を

ひ
ら
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
『
新

編

桐
生
市
史
』
に
大
い
に
期

待
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

情
報
提
供
な
ど
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

２
月
４
日
（
土
）
に
は
、
市

史
編
さ
ん
事
業
の
発
足
を
記
念

し
て
、
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ

ち
ら
に
参
加
し
、
市
史
編
さ
ん

事
業
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

『
新
編

桐
生
市
史
』
編
さ
ん
監
修
者

佐
藤

孝
之

▶
市
史
編
さ
ん
に
携
わ
る
部
会

長
た
ち

（
右
か
ら
）

・
宮
崎
自
然
部
会
長

・
加
部
原
始
古
代
部
会
長

・
佐
藤
監
修
者
（
近
世
部
会
長
）

・
宮
﨑
近
現
代
部
会
長

・
須
藤
中
世
部
会
長

・
永
島
民
俗
部
会
長

今月から「市史編さん

だより」の連載がスター

トしました。

桐生の歴史を分かりや

すく紹介していきます。

第
１
回




